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ISO/TC 127（土工機械）審議状況

標準部会

զがࠃのࡍࠃ標準化活動は，経ࡁ産業লに工業標準
化๏に基ͮいて設ஔされた৹議会である日本工業標準
ௐࠪ会（+*SC）が，ࡍࠃ標準化機関 *SOに，ࠃඅによっ
て会අを支って会員団体として参画している。ͦの
うͪ，（クレーンを除く）各種建設機ցに関するࡍࠃ
標準化活動に関しては，当協会が +*SC の委によっ
て *SO の各ઐ委員会TCに対Ԡするࠃ内৹議委員
会として活動さͤていたͩいておΓ，これらのઐ委
員会に対する日本の参加地位は P（ੵۃ参加）メンバー
である。
このうͪ，*SOઐ委員会*SO�TC�127（&BSUI�NPWJOH�
NBDIJOFSZ 工機ց）の活動に関して，ۙ࠷の৹議ঢ়
以߱で，*SO�TC�127߸࣍，載する。なおܝをگ 下ࡿ
の各作業άルーϓࡍࠃ会議，�月 13 日から開催༧定
のϥϋイナࡍࠃ会議なͲについて報ࠂする༧定であ
る。

（1）ISO/TC 127（土工機械）審議状況全般
*SO�TC�127 については，ࡍࠃઐ委員会委員会の
P（ੵۃ参加）メンバーとして *SO規֨作成に参画す
るͩけでなく，ࡿ下のՊ委員会 *SO�TC�127�SC�3
（機ց特性・ిؾ及びిࢠ系・運用及び保શ）のࡍࠃ
議長（本年 �月からはコマπ　出Ӝ　॔ࢯࢬ）を務め，
また，幹事ࠃ業務を実施してࡍࠃՊ委員会を運営し，
SC�3 でのԁな規֨৹議・作成・促進をਤっている。
に，*SO�151�3ߋ シϦーζ（施工現場情報ަ）にデー
タ項目の定ٛなͲを加する֦ுのためのM"（メン
テナンス機関）を幹事ࠃとして運営することとなって
いる。
これに加えて，*SO�TC�127 の各Պ委員会 SCの

作業άルーϓࡍࠃ下のࡿ *SO�TC�127�SC�3�8G��
（*SO�15818 つΓ্͛及び固റՕ所，コマπ　ࢯ࡚ٶ
୲当），*SO�TC�127�SC�3�8G�5（*SO�151�3 施工現
場情報ަ，コマπ　ࢁ本ࢯ୲当），*SO�TC�127�SC�
��8G�3（締固め機ց用ޠ及び様項目 *SO�8811 վ
ਖ਼），*SO�TC�127�SC�2�8G�25（ݥة検知ஔ及び
ॿิ֮ࢹ *SO�16��1 վਖ਼，コマπ　出Ӝࢯ୲当）につ
いては，コンϏナー（主ࠪ）・幹事を務め，規֨作成
をਪ進して活動中である。このうͪ，*SO�TC�127�

SC�2�8G�25 については平成 26 年 1� 月 12 日ʙ 13 日
にࡍࠃ作業άルーϓ会議をフϥンスࠃύϦࢢ所在のࠃ
立҆શ研究所 */3S 及び࿑ಇ・ޏ用・࿑対লの࿑
ಇ総局%GTから会議ࣨのఏڙを受けて開催して各ࠃ
意見のௐ整をਤっておΓ，*SO�TC�127�SC�3�8G�5
については，ถࠃから *SO�151�3�3（施工現場情報ަ
ᴷ第 3部ɿテレマテΟクスデータ）の৽業務ఏҊが
あΓ，2�15 年 2 月及び 5 月にࡍࠃ作業άルーϓ会議
をถࠃ及びドイπࠃで開催なͲ৹議進行をਤっている。
なお，各作業項目に関しての進ঢ়گを࣍にࣔす。
特に重点的にऔΓΜでいるのは，日本発信の規֨Ҋ
のਪ進であるが，ͦれ以֎であっても，日本の建設機
ց業にとって重େな利関のある標準化Ҋ件が
多く，ͦれらにੵۃ的に参画している。
また，*SO�TC�127 工機ցઐ委員会には，࣍の

Պ委員会 SCがあΓ，業務を୲しているので，ࠓ
回は，各 SCຖに報ࠂする。
*SO�TC�127 工機ց�ઐ委員会
・*SO�TC�127�SC�1 ҆શ・性性ࢼ験方๏Պ委員
会
・*SO�TC�127�SC�2 ҆શ性・ਓ間工学・௨ଇՊ委
員会
・*SO�TC�127�SC�3 機ց特性・ిؾ及びిࢠ系・運
用及び保શՊ委員会
・*SO�TC�127�SC�� 用ޠ・用໊শ・ྨ・֨け
Պ委員会�
これに加えて，ઐ委員会及び各Պ委員会のࡿ
下に，Ҋ件によっては，検討のためのࡍࠃ作業άルー
ϓ8Gが৫されている。

（2）親専門委員会 ISO/TC 127案件
ઐ委員会では，৽業務ఏҊを検討し，これらを
各Պ委員会にׂΓあてるほかに，各Պ委員会でѻ
うのがద当でないҊ件をѻっている。
・ISO/AWI 10987-2土工機械─持続可能性─第 2部ɿ
製品再生ˡ࠶生に関する中ࠃの標準化ఏҊで，
日本としては部࠶生のをえるものは対なの
で対ථもঝ認され対Ԡ要のঢ়گである。
��ISO/AWI 10987-3土工機械─持続可能性─第 3部ɿ
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中古機械ˡ中ݹ機に関する中ࠃの標準化ఏҊで，日
本としては標準化メϦットはٙとして対ථも
ঝ認され対Ԡ要のঢ়گである。
��ISO/pWi 10987-4土工機械─持続可能性─第 4部ɿ
温室効果ガス（排出抑制）/燃料効率ˡถࠃがఏҊ
を༧定しているが，日本は，طに団体規֨ +CM"S�
)��2� ʙ �22 ΤωルΪー（ຢは೩ྉ）ফඅ量ࢼ験方
๏のద用によって実をੵΜでいるので，ͦれに基
ͮいて主ுの方向である。
��l 第，ه্ 2部ʙ第 �部はࡍࠃ作業άルーϓ *SO�
TC�127�8G�8（コンϏナー　ถࠃ CBUFSQJMMBS 社
3PMFZ ത࢜）で検討中であΓ，平成 27 年 3 月 23 日
ʙ 25 日の会議にはコマπ　出Ӝࢯが参画して対Ԡ
している。
・ISO/AWI TR 19948土工機械の適合性評価及び基準
認証手順ˡ機ցのద合性ධՁ及び基準認ূखॱに関
する標準化ఏҊで，日本のメーカの各ࠃの基準対Ԡ
্重要なので，当֘ࡍࠃ *SO�TC�127�8G�16（コ
ンϏナー　ถࠃ CBUFSQJMMBS 社 3PMFZ ത࢜）の平成
26 年 1� 月のύϦࢢでのࡍࠃ会議にはコマπ　間
が出੮して検討に参画，平成ࢯٶ 27 年 5 月のロン
ドンでのࡍࠃ会議には連ظ࣌ٳのため参画見ૹΓ。
・ISO/NP 19296鉱山機械及び土工機械─坑内走行機
械─機械安全ˡ߭ࢁ及びトンωルなͲ地下で行作
業するロードϗウルダンϓ，内用ダンϓなͲの
（ࢁ߭）内行機ցの҆શ規֨Ҋで，*SO�TC�82
の作業άルーϓで検討中，TC�82 にҠ管（TC�82�
+8G�5），%*S ථঝ認されたが多数の意見があΓ，
6月下०のスウェーデンでの会議でௐ整（日本から
はコマπ　出Ӝࢯが出੮），第 ࣍2 %*S ථ，Ԥ
भ規֨に準じて，地下߭ࢁ機ցのΈならͣトンωル
で用される機ց（たͩしシールド機ցを除く）も
ؚめることとなΓ，҆શ要ٻの内容は *SO�2��7� が
基ૅとなっていて建設機ցの派生機ցであれ，ͦ
れほͲはないと思われるが，日本でखがけてい
るロードϗウルダンϓ，内用ダンϓのଞに各種
工機ցの内用も関するので，よΓੵۃ的な参
画が必要なঢ়گである，なお，TC�82 のࠃ内৹議は
学会さΜが͝୲当されているので，機ցࡐૉ・ݯࢿ
メーカの意見өをおئいさͤていたͩく体੍を検
討要である。
・TC 127/ WG 7 コンパクトツールキャリアˡ/&7"
をコンϏナーとしてࢯ SC�2 にҠ管（SC�2�8G�
27），日本ではগ量を業機ցとして生産なので৽
業務ఏҊにはࢍ成，事務局をઐՈొ，/Pঝ認，
はޙࠓ SC�2 で検討。

・新業務候補案件
・��アタッチメントの安全に関してイタϦアが੍定を
目論見
・��多点式シートベルトに関してถࠃが S"&�+�22�2
に基ͮき੍定を目論見
・��油圧ブレーカに関するߋなる標準化をؖࠃが目論
見，用ޠ関の標準化ऴྃ࣍，ޙの作業として開࢝
・��DEF（ディーゼル排気ガス浄化用液）の地上から
の補給口の標準化に関するถࠃの৽業務を目論見

（3）SC 1案件
・ISO 5006/AWi Amd 1（現行൛ʹ�+*S�"�8311）土工
機械─運転員の視野─試験方法及び性能基準（ิ）
ˡ機ցの運స員からのࢹք性をධՁ・規定する内容
で，SC�1�8G�5 でվਖ਼検討中であったが，Ԥभで
のਓ事ނに関連して，機ցのࢹք性にがある
として，機ց（҆શ）ྩࢦに対Ԡする工機ցに関
するԤभ整合化規֨ &/��7� の *SO�5��6 Ҿ用Օ所
が，&6機ցྩࢦの必ਢの҆શ衛生要ٻに不ద合と
のஅがܾ定し，ͦのࢫのࠂܯがԤभ報で公ࣔさ
れる事ଶとなΓ，対ࡦとして，*SO�5��6 のվળを
ਤるٸۓのิが৽業務ఏҊされ，ථঝ認され，
ิҊとしては，直接ࢹքがಘられることがまし
いこととする，機ցपғ直ۙ 1 Nでのࢼ験対象高
さを 1�5 N から（1�2 N なͲに）ݮらすことでࢹ認
性の要ٻを高める，（直接ࢹքをิう）Ϟχタやڸ
なͲの加ஔを設ஔするࡍには運స員のਓ間工学
的੍限を考ྀし，ޙ進࣌のޙ方ࢹ認をఏڙするஔ
は運స員のલ方に設ஔする，ิ֮ࢹॿஔはブーϜ・
アーϜなͲの可動でःられないこととする，ڸか
らڸ（ෳ数ڸ）をհするஔはڐ容しないࢫの各要
方直ۙޙ事項を規定する方向となっておΓ，機ցٻ
քをಘるための日本の中小形ショϕルに多い機ցࢹ
方ิॿミϥーなͲについてదにධՁすきと主ޙ
ுするため，平成 26 年 6 月，1� 月，平成 27 年 2
月，5月にいͣれもフϥンスࠃύϦࢢのフϥンスࠃ
࿑ಇ・ޏ用・࿑対ল࿑ಇ総局%GTຢはフϥン
スࠃ立҆શ研究所 */3S で開催された SC�1��8G�5
（コンϏナー݉ P-はถࠃCBUFSQJMMBS 社 CSPXFMM （ࢯ
コマπ　間，ࢯࢁ会議にઐՈ（日立建機　高ࡍࠃ
，を派遣したものの（ࢯコϕルコ建機　২ా，ࢯٶ
Ԥभଆは݁局受けೖれないがあΓが，いͣれに
しても，これ以্日本に不合な方向とならないよ
う参画をਤっている。
・ISO/NP 6393土工機械─周囲音響パワーレベルの
測定─静的試験条件
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��ISO/NP 6394土工機械─運転員耳元音圧レベルの
測定─静的試験条件
��ISO/NP 6395�（現行൛ʹ +*S�"�8317�1）土工機械─
音響パワーレベルの決定─動的試験条件
��ISO/NP 6396�（現行൛ʹ +*S�"�8317�2）土工機械─
運転員位置における放射音圧レベルの決定─動的試
験条件
��l ૽Ի測定に関する規֨܈を，ৄࡉに見直すことと
して，*SO�TC�127�SC�1�8G�11（コンϏナー݉
P-はถࠃ%FFSF 社 3BXBM すること࢝で検討開（ࢯ
となっているが，ͦのޙ，ԻࠫଡなくҊจͪ。
・ISO/DIS 8643（現行版＝ JIS A 8321）土工機械─
油圧ショベル又はバックホウローダの降下制御装置
─性能基準及び試験方法ˡՙѻいに用される༉ѹ
ショϕルなͲの（༉ѹ系ഁଛ࣌に作業機のܹٸなམ
下をࢭする）ブーϜ߱下੍ޚஔのࢼ験方๏及び
要ٻ事項を規定，ࠓ回վਖ਼ҊはアーϜなͲも対象に
ؚめることを目的としているが，ࠃ内的にはクレー
ン様のショϕルが対象，ࢼ験࣌の公ࠩʴ�ʵ5�
で౷一をコメントしてࢍ成ථしたが，各ࠃ意見ௐ
整の点から，自動ഇҊをආけるため一୴औΓ下͛，
*SO�TC�127�SC�1�8G�1�（コンϏナー݉ P- はイ
タϦアࠃ *M"MOT&3 立業機ց建設機ց研究ࠃ
所の PBPMV[[J ത࢜）で検討して%*S ஈ֊から࠶開，
日本としては平成 26 年 �月のϘローχϟでの SC�
1�8G�1� 会議に 2 （໊コマπ　ా中݈ࢯࡾ，ࢯࢁ）
が参画して対Ԡし，ߋに平成 27 年 7 月 8 日の8FC
会議にはキϟタϐϥージϟύン社の立ࢯが参画し
て検討中である。
・ISO 10261: 2002/DAmd 1土工機械─製品識別番号
（PIN）ˡ機ցの識ผマークに関する要ٻ事項，ه
ड़内容，షՕ所，構を規定するが，年ࣜදࣔコー
ドが 2�15 年までしか規定されていないがある
ため，2�16 年以߱の年ࣜදࣔコードを加規定す
る必要があΓ，日本୲当（P- はコマπ　出Ӝࢯ）
で৽業務ఏҊからଈ%"Mථ，ຬථでঝ認，幹事
でࠃղによΓ発行がれていたが，同ޡのࠃのӳࠃ
の作業進లによってۙ日中にิ൛発行見ࠐΈ。
・ISO/PWi/TS 11152土工機械─エネルギー使用試験
方法ˡΤωルΪー用ࢼ験方๏の標準化で，従来経
Ңとしては，日本は模ٖ動作件で೩ྉফඅ量を
測定する方๏を規定する団体規֨ +CM"S�)��2�，
�21，�22 を *SO 様ࣜにӳ༁してఏ出しつつ意見を
主ு，೩ྉফඅ量を模ٖ動作件で測定するか，実
Έで測定するかに関してંΓ合いがࠐ実ੵ・۷
つかͣ，とΓあえͣ྆論ซهとして *SO 規֨では

なく TS（技術様ॻ）とする方向となっている
が，ͦのޙ SC�1�8G�6（コンϏナー݉ P- はถࠃ
CBUFSQJMMBS 社 CSPXFMM 。の進లなく（ࢯ
・ISO/PWi/PAS 11708土工機械に使用する非金属製
材料の認証─運転員保護構造ˡɿࢹք性確保のた
め，ϙϦカーϘωートఱ૭用ྫがあΓ，ඇۚଐࡐ
ྉを用するࡍのࡐྉ選定件を規定し，ͦの件
にద合したࡐྉでམ下保ޢ構'OPS（要ٻΤω
ルΪーがい方のレϕル 験を実体・ৗԹで実ࢼ（*
施することを目的として論議）ධՁするための規֨
Ҋで，TS（技術様ॻ）よΓも֨下の P"S（公開
様ॻ）として発行となったが，୲当のイタϦアは
औΓ下͛意向で，日本のղ体用機ց҆શ対ࡦのため
の๏ྩద用にࡍして，ϙϦカーϘωートの用もあ
Γうることから，日本としては，༧備検討ͩけは進
めるきとして総会では合意されたが，ͦのޙの動
きなし。
・ISO/CD 16001（現行版＝ JIS A 8316）土工機械─
危険検知装置及び視覚補助装置─性能要求事項及び
試験ˡ各種ݥة検知ஔ及びิ֮ࢹॿஔの要ٻ事
項及びࢼ験方๏の規֨で，運స員のࢹք確保のた
め，画૾ॲ理によるௗᛌ画૾システϜなͲが普及し
つつあることなͲをөさͤるなͲ࠷৽の技術をಋ
ೖするվਖ਼を日本からఏҊ，コマπ　出Ӝࢯをϓロ
ジェクトϦーダP-݉*SO�TC�127�SC�2�8G�25（SC�
1 にҠ管༧定）のコンϏナー（主ࠪ）として検討，
C%ථに進Έ，ͦ のࡍの各ࠃ意見を検討するため，
フϥンスࠃのલه%GT及び */3S から会議ࣨをఏ
されて平成ڙ 26 年 1� 月にύϦでࡍࠃ作業άルーϓ
会議を開催し，会議での݁Ռを౿まえて，%*S Ҋจ
。定向けて検討中であるࡦ

（4）SC 2案件
・ISO/NP 3449（現行版＝ JIS A 8920）土工機械─落
下物保護構造─台上試験及び性能要求事項ˡショϕ
ル以֎の各種工機ցのམ下保ޢ構 'OPS と
ショϕルのOPG運స員の保ޢガードとの౷合化を
ਤるվਖ਼ఏҊで，従来ミχ機ցは要ٻΤωルΪーレ
ϕルの高いレϕル **（'OPS で 11�6���+）は対象֎
であったものをؚめる方向となるなͲのをࢦఠ
しているが，平成 26 年 6 月の *SO�TC�127 総会ޙ，
ドイπの P- の )BSUEFHFO が体ௐを่したためࢯ
進లなし。ޙࠓ進లのࡍには，ੵۃ的参画要のঢ়گ
である。
・ISO/AWI 5010（現行版＝ JIS A 8314）土工機械─
車輪式機械─かじ取り装置要求事項ˡかじऔΓஔ
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に対する要ٻ事項及びࢼ験方๏を規定する内容で，
従来，ΰϜタイϠࣜͩけ対象ͩったが，P-及び当
֘ SC�2�8G�21 のޙのコンϏナーをスウェーデ
ンの SBNVFMTTPO としてమྠローϥも対象にؚめࢯ
るఏҊとして࠶開され，日本は，機ցに対する
験件の配ྀ不，かじऔΓϋンドルの位ஔがෳࢼ
数ある日本のローϥに対する配ྀ不なͲを理༝に
対したが，େ多数のࢍ成によΓ৽業務ঝ認され，
検討開࢝となった。
・ISO/NP 7096（現行版＝ JIS A 8304）土工機械─
運転員の座席の振動評価試験ˡ各種の機ցについ
て，運స員の࠲੮のৼ動ୡ特性に関するϕンνࢼ
験方๏及びڐ容基準を規定する規֨の&6フΟジカ
ルΤージェント（ਓ体ৼ動）ྩࢦվਖ਼にう（と思
われる）վਖ਼Ҋで当֘作業άルーϓ *SO�TC�127�
SC�2�8G�23 のコンϏナー݉ P- を #G#BV 木建
設職業保ݥ合の)BSUEFHFO ੮メーカの࠲からࢯ
GSBNNFS 社の SUBIM 開することと࠶にަしてࢯ
なΓ，日本は現ঢ়で特ஈなく，また，୲当ࠃの
ドイπが検討しているೖ力件の見直しで，機種に
よってはىৼप数をい方にมߋする場合，ࢼ験
設備がほとΜͲないが生じるなͲとして対し
たがࢍ成େ多数で৽業務としてঝ認されている。
・ISO 9244: 2008/DAmd 1.2（現行൛ʹ +*S�"�8312）
土工機械─機械安全ラベル─通則ˡ建設機ցの
҆શϥϕルの௨ଇを規定するとともに，事ྫを
ఏࠓ，ڙ回ิ（P-はถࠃ%FFSF 社のਤه߸ઐ
Ոの GBTU では，現行規定は҆શ標識શ般をԣ（ࢯ
அ的に৹議する *SO�TC�1�5�SC�2 の規定に不ద合
で，色でࣔすࢭېのਤه߸はԫ色をഎܠとしては
ならない（ന地とすき）とされていることにし
ているがあるため，ੋਖ਼のためのิҊがථ
にされたが，日本の業としては，҆શϥϕル
とはいってもશ機種が対象となるのでେมなख間を
生じるがあΓ，また，ࠃ内のਤه߸のઐՈに
意見をٻめたとこΖ，ิҊもΉしΖ҆શ標識શ般
をԣஅ的に৹議する *SO�TC�1�5�SC�2 の規定に不
ద合が૿えるがあるとされ，ͦの点をࢦఠして
%"Mに対ථしたが，ࢍ成多数でঝ認され，た
ͩし各ࠃ意見を考ྀして第 ථに進められ，࣍2
ؙにࣼઢを EP�OPU の意ਤで用いるのは必ͣしも൱
定されておらͣ，ୠし，*SOの（共௨的）規定によっ
てന地の্に用いるきとなっているので，ࠃ内で
の工業会さΜの҆શ標識についてͲう考えるかؚめ
検討要。
・ISO/NP 10968（現行൛ʹ +*S�"�8�1�）土工機械─

操縦装置ˡ運స員の搭する機ցの主要ૢॎஔの
要ٻ事項を規定する現行൛に対してスウェーデン
のアタッνメントメーカのرによるνルトロー
テータૢ作加なͲのվਖ਼ఏҊで *SO�TC�127�
SC�2�8G�26（コンϏナー݉ P- は SUFFMXSJTU 社の
SUPDLIBVT で検討中，平成（ࢯ 27 年 1 月 1� 日，2
月 � 日，3 月 5 日，� 月 7 日，6 月 � 日に8FC 会議
開催され，日本からコマπ　出Ӝࢯ・間ࢯٶ及び事
務局が参画，日本としてはショϕルのブーϜスイン
ά，オフセットૢ作用ԣஔきϖダルなͲのөをఏ
ҊしておΓ，日本の意見のөをਤるため，ޙࠓ，
Ҋจ整備に協力していく必要がある。
・ISO/AWI 12117-1（現行൛ʹ +*S�"�8�21）土工機械
─ショベル系掘削機械の保護構造の室内試験及び性
能要求事項─第 1部：横転時保護構造ˡミχショ
ϕルがԣసなͲしたときに運స員が機ցにԡしつͿ
される可性をらすための保ޢ構TOPS の੩
ՙ重下のෛՙ特性のධՁ方๏及び性要ٻ事項を規
定しているが，վਖ਼ఏҊでは規֨のద用ൣғをミχ
からେ形に֦େすることが意ਤされておΓ，日本は
すでにస࣌保ޢ構の規֨ *SO�12117�2 発行ࡁΈ
として対も，Ԥभの支࣋で৽業務となった経Ң
があるが，当֘ *SO�TC�127�SC�2�8G�17 のコン
Ϗナー݉P-の)BSUEFHFO ѱ化によΓͦの߁の݈ࢯ
にྩࢦに機ցطの動きなし，たͩし，内容面ではޙ
対Ԡする༉ѹショϕルに関するԤभ整合化規֨ &/�
�7��5 にөされているがある。
・ISO 12117-2:2008/DAmd 1（現行版＝ JIS A 8921-2）
土工機械─ショベル系掘削機保護構造の台上試験及
び性能要求事項─第 2部：6トンを超える油圧ショ
ベルの転倒時保護構造（ROPS）ˡ༉ѹショϕルが
సなͲしたときに運స員が機ցにԡしつͿされる
可性をらすためのస࣌保ޢ構 3OPS の੩
ՙ重下のෛՙ特性のධՁ方๏及び性要ٻ事項を規
定する規֨に関して日本からදࣔなͲに関する小修
ਖ਼のิをఏҊ（P-　コマπ　ా中ࢯ），%"Mঝ
認されたが，日本がఏ出したҊจを *SO 中ԝ事務
局でిࢠ的にॲ理するࡍにҊจの٭注がൈけてしま
うࢫの不備のੋਖ਼をࢦఠしているとこΖである。
・ISO/DIS 13031土工機械─クイックカプラ─安全ˡ
アタッνメントのクイックカϓϥの҆શ性につい
て検討，いったΜ%*S ঝ認されたが，各ࠃ意見ௐ
整・ӳࠃ)S& ҆શ衛生ிのコンϏナーୀなͲの
ため，いったΜऔΓ下͛て࠶度 SC�2�8G�1�（ӳࠃ
の工業会O#の ,FOU がࢯ P-݉コンϏナーをҾܧ）
で検討し，৽業務を%*S ஈ֊から࠶開し，1� 月 21
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日ظ限でථ中，以લはアタッνメントメーカの
という認識で当֘ *SO�TC�127�SC�2�8G�1� 
の参画をおおΉͶ見ૹっていたが，機ଆのӨڹ
もあるので，平成 26 年 6 月 1� 日のύϦの࿑ಇ総局
%GTでの会合にはコマπ　間ࢯٶが出੮している。
・ISO/CD 13766-1土工機械─電磁両立性─第 1部：
典型的な電磁両立性環境における電磁両立性機能要
求事項
��ISO/CD 13766-2土工機械─電磁両立性─第 2部：
機能安全面での電磁両立性要求事項
��l （現行൛ʹ +*S�"�8316）機ցの֎部ి࣓ڥに
対する性イミϡχテΟと，֎部ڥの機ցから
の์ࣹΤミッションがいͣれもదਖ਼であるి࣓྆立
性を規定する規֨で，イミϡχテΟ要ٻレϕルが
C&/ の &/�133��（自動ं同様レϕル）と *SO�
13766（よΓ高い要ٻレϕル）との不整合をղফす
る方向でのվਖ਼がਤられておΓ，日本としては，प
数ଳ域の֦େ，ిքڧ度のଥ当性なͲ，ݒ೦点を
ఠしつつ当֘ࢦ *SO�TC�127�SC�2�8G�16（P- ݉
コンϏナーはドイπの&MCࢼ験会社の,FMMFSCBVFS
を派遣して，日本（ࢯ٢ా　コマπ）にઐՈ（ࢯ
に不合な方向とならないよう参画をਤっている
が，建設機ցの実機でのࢼ験可なి҉ࣨを所༗
するのは日本ではコマπ 1社ͩけであΓ，各種ସ
，であΓگ験๏に関しての論議が行われているঢ়ࢼ
平成 26 年 11 月のドイπでのࡍࠃ作業άルーϓ会議
で方向性が一ԠはまとまΓ，৽業務として࠶開され，
C%ථでঝ認され，6 月 18 日のドイπで8G会
議が開催され，ޙࠓ，%*S に進めるく検討を進め
ることとなっている。
・ISO/pWi 13649土工機械─火災予防ˡ工機ցのՐ
༧についての標準化ఏࡂに対するফՐஔʙՐࡂ
Ҋであるが，SC�2�8G�15（コンϏナー݉ P- はถ
ࠃ %FFSF 社の8FTU ࡍࠃで検討中も，日本は（ࢯ
8G会議の参加を見ૹっておΓ，ৄࡉ不ৄ。
・ISO/AWI 17757土工機械─自律式機械システムの
安全ˡ当初は，自ࣜ機ցの҆શ性に関して検討開
であったが，日本もେ形重ダンϓトϥックの自࢝
運సにऔΓΜでいることもあΓ各地で開催のࡍࠃ
SC�2�8G�22（コンϏナー݉ P-はถࠃ 3PMFZ ത࢜）
会議に（ଞに平成 26 年 6 月の8FC 会議にも）コ
マπԕౢࢯなͲが参画，機ցの用者をרきࠐΜで
の検討となったため，機ցを用するシステϜをؚ
Ή規֨ҊとなΓ，また，߭ࢁでの用を中心に検討
のため，TC�82（߭業）との連ܞҊ件となっている。
2�15 年 6 月のストックϗルϜでの会合では，ະͩ，

ఠが多く，会議ࢦ༿の定ٛがᐆດであるといったݴ
での࣌間の࿘අを͙ためฤू委員会をผ్設定し
てͦこで検討することとなっている。
・ISO/NP 19014土工機械─制御システムの安全─リ
スクアセスメント及びパフォーマンスレベル PLの
決定ˡ *SO�138���1（ʹ +*S�#��7�5�1）に基ͮき，（ి
系の҆શ関連部に関しޚ以֎もؚΉ）機ցの੍ࣜࢠ
てϦスクੳ及びϦスクのධՁฒびにύフΥーマン
スレϕルのܾ定に関して標準化をਤΓ，҆શ要ٻ事
項を規定するఏҊであるが，Ϧスクアセスメントに
関しては，ԣஅ的規֨として参রする *SO の *SO�
138���1 と *&C の *&C�615�8 でのࠩҟがあって，લ
者に基ͮく方向ではあるものの，論議のऩଋは容қ
でなく，日本からも各地で開催のࡍࠃ SC�2�8G�2�
（コンϏナーはถ3ࠃPMFZ ത࢜，P-はテーマによっ
て୲）会議にコマπ　ా中（ণ）ࢯなͲが参画
しておΓ，5月のストックϗルϜでの会合にଓいて
本年 8月のオϦアでの会議にも出੮༧定である。
・ISO/CD 20474-1～ 13（一部は JIS A 8340規格群
に対応）土工機械─安全ˡ�&6機ց（҆શ）ྩࢦに
対Ԡする工機ցのԤभ整合化規֨&/��7� に基ͮ
く機種ผ҆શ規֨であΓ，第 1部では工機ց共௨
の҆શ要ٻ事項を規定し，第 2部ʙ第 13 部では機
種ผの҆શ要ٻ事項を規定しているが，&/��7� の
規੍との不整ࠃし，また，各ࢦ৽൛との整合を目࠷
合をආける方向でվਖ਼Ҋ検討中で，日本としてもࠃ
ࡍ *SO�TC�127�SC�2�8G��（コンϏナー݉ P- は
7PMWP 社の /JMTTPO を主に参画して日本の利（ࢯ
ுしてきたが，ࡢ年 11 月のドイπでの会合では༉
ѹϗースに関して，ഁ྾に対する҆શ �を८って
論議となΓ，また，ԡし௵すݯݥةがଘ在する場合
୯なるڧ化ガϥスの用はޢखஈとは認められな
いとの注هは，ϙϦカーϘωートの૭ࡐや合わͤガ
ϥス，目ガード加なͲでの対Ԡが必要となる可
性があるなͲのが生じておΓ，本年 5月のロ
ンドンでの8G会議には8FC で参画となったが，
いͣれにしても年内に%*S ථに進める方向なの
で，8月༧定の8G会議にはコマπの方が出੮༧
定である（8月はじめのঢ়گ）。なお，ࠃ内๏ྩͦ
のଞに関しては，各ࠃ๏ྩの方がݫしい場合ͩけ各
هをࢫまたは各地域によっては規定がଘ在するࠃ
ड़となっているがある。また，طଘの ISO/TS 

20474-14土工機械─安全─第 14部 : 各国又は地域
固有の規定項目の情報に関しては，第 1部ʙ第 13
部で，各ࠃ規੍との不整合をආける方向とすること
として第 1� 部ഇࢭとすることとなったが，日本と
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しては日本の実情をөさͤる必要があΓ，લࠃه
8Gに参画してҾきଓき日本の意見を主ுしてࡍ
いく。なお，第 5部に関して，基になる&/��7��5 で，
TOPS 要ٻが規定されているがある。
・ISO/pWi TR 25398土工機械─搭乗式機械の全身振
動暴露の事前評価指針─研究機関，団体及び製造業
者の国際整合測定データˡ各種の機ցの各種用
での運స員のਓ体ৼ動を測定したデータをまとめ
た技術報ࠂについて，&6フΟジカルΤージェント
（ਓ体ৼ動）ྩࢦվਖ਼にう（と思われる）վਖ਼Ҋ
であるが P-݉ SC�2�8G�12 コンϏナーのドイπの
)BSUEFHFO の体ௐにが生じたため，Ҋ件進ࢯ
ఀでͦのޙの情報なし。

（5）SC 3案件
・ISO/DIS 6405-1（現行൛ʹ +*S�"�831��1）土工機械
─操縦装置及び表示用識別記号─第 1部：共通識
別記号
��ISO/DIS 6405-2（現行൛ʹ +*S�"�831��2）土工機械
─操縦装置及び表示用識別記号─第 2部：特定機種，
作業装置及び附属品識別記号
��l 第 1 部は，ૢॎஔや機器のදࣔに用いるֆจࣈ
シンϘルで機種共௨のものを規定し，第 2部は，ૢ
ॎஔや機器のදࣔに用いるֆจࣈシンϘルで特定
の機種に関するものを規定，ࠓ回のվਖ਼Ҋでは多く
のਤه߸加，様ࣜを࠷৽の規定に基ͮくものにす
るなͲのվਖ਼Ҋで，日本からは，一部のਤه߸に関
して日本からਤݪ߸ه形をఏ出するなͲし，平成
26 年 6 月に開催の SC�3�8G�12（コンϏナー݉ P-
はถࠃ%FFSF 社のਤه߸ઐՈの GBTU には日（ࢯ
本からも参画して検討，なお，日本としてはϋイブ
Ϧッドに関するਤه߸もいったΜఏҊしたが合意を
ಘられͣ，࣍のิなͲで検討となっているので，
準備要のঢ়گである。当面，ਤه߸の *SO のొ
が進Μͩものの加ͩけに限定して第 1部及び第
2部 %*S ථにされ，ࢍ成େ多数でঝ認の方向と
思われる。
・ISO/NP 6750（現行൛ʹ +*S�"�833�）土工機械─
運転取扱説明書─内容及び様式ˡ運సऔѻ説明ॻに
関してスェーデンがվਖ਼を目論見，SC�3 委員会内
で 1 か月ථ実施（� 月 26 日ظ限）して TC�127�
SC�3�8G�13（コンϏナー݉ P-はࢼ験機関 SMPの
OMTTPO 検討ޙࠓ，を設立するܾ議がঝ認され（ࢯ
༧定。
・ISO/AWi 10968土工機械─音響警報装置─室内試
験手順及び要求事項ˡถࠃ୲当（P-݉ SC�3�8G�7

コンϏナーは%FFSF 社 CPOF 年ࡢ，で（ࢯ �月には
ӳࠃの機器メーカ#SJHBEF 社で会合，日本からはコ
マπ　東ࢯࢁが出੮して参画しているが，ͦのޙԻ
ࠫଡなくఀ，ถࠃからは本件はऔΓ下͛とのも
ฉこえているので要確認。
・ISO/pWi 12509土工機械─照明，信号，車幅などの
灯火及び反射器ˡ࿏্及び࿏֎で必要となる౮Րྨ
のऔ及び性要ٻ事項を規定，点໓౮なͲ考ྀの
վਖ਼ఏҊで，ࠃ内๏ྩとのᴥᴪを回ආのため，（一
社）日本産業ं྆協会の意見もٻめ，平成 26 年 3
月の C%準備のための SC�3�8G�11（コンϏナー݉
P-はถࠃTFSFY 社MFSGFME αンデΟΤΰ会議（ࢯ
にも事務局小ࢯ出੮，C%準備に࣌間を要するた
め，いったΜऔΓ下͛てC%用Ҋจを SC�3�8G�11
で検討中（� 月 1 日ظ限），合意されれ，業務࠶
開してC%ථに進める༧定である。
・ISO/DIS 14990-1土工機械─電機駆動式機械並びに
関連構成部品および装置の電気安全─第 1部：一
般要求事項
��ISO/DIS 14990-2土工機械─電機駆動式機械並びに
関連構成部品および装置の電気安全─第 2部：外
部電源機械の特定要求事項
��ISO/DIS 14990-3土工機械─電機駆動式機械並びに
関連構成部品および装置の電気安全─第 3部：内
部電源機械の特定要求事項
��l シスࢠ動及びϋイブϦッドࣜ工機ցのిۦؾి
テϜの҆શ性の規֨Ҋで，*&C�6�2���1 を参考とし
ているが，จ面は独自のฤूとなΓ，طにϋイブϦッ
ドࣜ機ցなͲでઌ行している日本にとってない
かの点もあΓ，SC�3�8G��（コンϏナー݉ P- は
%FFSF 社8FJSFT なࢯ会議にコマπ　ඌാࡍࠃ（ࢯ
ͲઐՈを派遣，ిؾ機器のిѹࢼ験なͲに関す
る日本の意見をఏ出，ͦれらは，%*S ථはຬථで
ঝ認された。たͩし，主としてฤू্の意見がେ部
ではあるものの各ࠃ意見が多いので，ͦれらをॲ
理して発行に進めようとしているとこΖである。
・ISO/NP 15143-3土工機械及び走行式道路工事機械
─施工現場情報交換─第 3部：テレマティクスデー
タˡ機ցからಘられ，業者のシステϜをհして
ωット配信されるデータの標準化をถࠃが（施工現
場情報ަの）第 3部としてఏҊ，日本が従来から
当֘ࡍࠃ作業άルーϓ *SO�TC�127�SC�3�8G�5 の
コンϏナー（コマπ　ࢁ本ࢯ）であるが，ถࠃから
回ఏҊをѻうとしてࠓ P- のMPOUHPNFSZ にަࢯ
との意向があったものを，共同コンϏナーとする
ことでถࠃもྃঝ，平成 27 年 2 月のถࠃでの会議
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には日本から �໊参画，5月のドイπࠃでの会議に
は 3໊参画，たͩし，日本は機ց管理データをメー
カのϢーザғいࠐΈ的にద用しているが，ถࠃఏҊ
はデータのオーϓンシステϜでのద用を目ࢦしてお
Γ，日本にա度に不合な方向とならないよう，日
本ଆとしてੵۃ的にऔΓΜでいく必要があるঢ়گ
で，特に，各社͝とにҟなるނোஅコードを（標
準化ͤͣに）アクセス63- のܾめ方を標準化する
方向としている点に関してはセキϡϦテΟ面でのݒ
೦もあΓ，日本ଆは従来の +CM"S及び *SOの第 2
部ではϞχタύωル্にࠂܯされるදࣔのਤه߸の
*SOコードをద用している点からͲう考えるか，ま
た，従来の第 2部のデータࣙॻでは，各データ項目
について，データ֓೦໊শͩけでなくϢースέース
をөさͤたデータ໊শを規定していたので，この
第 2部と整合をਤる必要があるなͲのが出てき
ている。ถࠃは，このҊ件の発行をٸいでおΓ，ਖ਼
ࣜ *SO 規֨を目標とすると年内発行は難しく，合
意件の؇い *SO�TS（技術様ॻ），*SO�P"S（公
開様ॻ）なͲのダウンάレードも考えている模
様であるが，લه点のଞに，Ҋจを *SO จॻ
として整備するのがઌܾというঢ়گでもある。
・ISO/DIS 15818.2土工機械─つり上げ及び固縛箇所
─性能要求事項ˡ機ցͦのもののΓ্͛及び固റ
のためのアイのڧ度なͲに関して規定，参考として
方๏についてもهड़する日本୲当（P-݉ SC�3�8G�
� コンϏナーはコマπ　ࢯ࡚ٶ）で，ドイπのνェー
ンメーカ・職業保ݥ合の要ٻで規定を҆શଆとし
てきたが，インフϥؚめ日ถでは対ԠにあΓ
'%*S 不ঝ認，%*S にして第 ࣍2 %*S ථに進Έ，
ථの݁Ռঝ認されたが，各ࠃ意見を整理して，7
月 6日に各ࠃઐՈに配して確認ޙ'%*S に進め
るく準備中である。

（6）SC 4案件
・ISO 7132:2003/CDAmd 1（現行൛ʹ +*S�"�8�22�1）
土工機械─ダンパ─用語及び仕様項目ˡ࿏֎用の
重ダンϓトϥック及び不整地運ൖंの用ޠ及び様
項目を規定する規֨で，日本୲当（P-�日立建機　
高ࢯࢁ）で，不整地運ൖंのਤの修ਖ਼なͲのิҊ

を作成，C%ථ中（日本は当વࢍ成）である。
・ISO 7135:2009/ pWi Amd 1（現行൛ʹ +*S�"�8��3�
1）土工機械─油圧ショベル─用語及び仕様項目ˡ༉
ѹショϕルの用ޠ及び様項目を規定する規֨で，
日本からޙ方小ટ回形༉ѹショϕルの用ޠ及び定
ٛ加のิをఏҊ，平成 2� 年の TC�127 総会で
日本欠੮もあって日本にとって受けೖれがたい方向
でҊจ修ਖ਼がܾ定されたため，いったΜऔΓ下͛て
開の方向で準備中（୲当　コϕルコ建機　下֞内࠶
。（ࢯ
・ISO/pWi 8811（現行൛ʹ +*S�"�8�2�）土工機械─
締固め機械─用語及び仕様項目ˡローϥ及びϥンド
フΟルコンύクタの用ޠ及び様項目を規定する
規֨を，日本୲当（SC���8G�3 コンϏナー及び P-
は事務局）で日本のメーカのཤଳ（ۦ動）ࣜロー
ϥ，ৼ動タイϠローϥ，ւ֎メーカの多֯形ローϥ
なͲの形ࣜ加をਤっておΓ，%*S ঝ認も %*S ೋ
ޙࠓ，間を要しいったΜキϟンセル࣌Ҋจ作成に࣍
*SO�TC�127�SC���8G�3 に意見র会して，࠶度/P
ఏҊし࠶開༧定。
・ISO/FDIS 8812土工機械─バックホウローダ─用語
及び仕様項目ˡバックϗウローダの用ޠ及び様項
目を規定する規֨の様ࣜの見直しなͲのվਖ਼Ҋで，
֎用されていない機ցであるが，ւ内ではຆͲࠃ
では小規模建設現場，業関なͲで広く用され，
日本メーカはւ֎現地生産しておΓ，日本は一部の
ฤू্のهޡ，ਤのޡΓなͲをࢦఠし，'%*S ථ
ঝ認ࡁΈであるが，各ࠃ意見のөにख間औってい
る模様である。
・ISO/pWi 16417-1土工機械─油圧ブレーカ─第 1部：
用語及び仕様項目ˡ༉ѹブレーカの用ޠ及び様項
目を規定する規֨Ҋで，P-はؖࠃ，SC���8G��（コ
ンϏナーɿถࠃ/FWB で検討中，いったΜऔΓ（ࢯ
下͛て，8FC 会議を௨じて検討（日本からもݹՏ
ロックドϦルの方なͲが参画），Ҋจがほ΅まとま
Γ，8FC 会議でのະղܾ点は8GのઐՈථに
され（8月 1� 日ظ限），ͦのޙ，*SO としてのਖ਼
ࣜ業務࠶開のための৽業務ఏҊථにされること
となった。
�




